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・ストックマネジメント事業の推進
・施設の長寿命化の進展
・用水供給に関連するリスクの低減

農業水利施設の機能保全のための研究成果の活用の手引きの作成

本研究の流れ コンクリート構造物の内部損傷度の
評価手法の開発

農業水利施設のストックマネジメント高度化技術の開発

取
水
施
設
、用
排
水
路
等

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技
術
の
確
立

手
法
の
流
れ

地
域
構
造
の
把
握
と

G
I
S
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築

土
地
改
良
区
下
部
組
織
と
集
落

と
の
関
係
を
把
握

水
利
と
農
地
貸
借
の

G
I
S
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築

診
断
結
果
を
G
I
S
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に

取
り
込
み
、視
覚
的
情
報
と
し
て
利
用

キ
ー
マ
ン
と
な
る
担
い
手
を
選
出

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
と

効
果
確
認

事
業
の
理
解
を
促
進
す
る
た
め
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
前
・
実
施
後
の

意
識
変
化
を
確
認

基幹的水利施設の現状 用水路老朽化の事例
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研究成果研究成果

そ
の
他
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成
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・水理機能の評価手法
・立地環境の調査方法
・補修・補強工法の評価試験方法
・補修・補強工法の選定ガイドライン
・社会、経済評価方法
・水利用機能診断手順
・事業化に向けての手順

（H14.3時点）

13.6％
86.4%

耐用年数
未経過
11.6兆円

耐用年数を経過する
基幹的水利施設の

再建設費の急激な増加

1.9兆円以上

劣化したコンクリート農業用水路
土圧・
地下水圧側

流水側

クラック

底板

標準耐用年数経過
1.9兆円

空洞化

計画・設計、合意形成

調査、
診断、
評価

・スパイラル効果

補修・補強

・耐久性評価指標

・診断

①構造機能診
　断技術の高
　度化と補修・
　補強工法の
　評価手法の
　開発
（農工研、日大）

課題の流れ

②ストックマネジメント事業の
　意思決定手法の開発
（農工研、東大）

③農業水利施設のストックマネ
　ジメント技術の確立
（農工研、全参画機関）

・総合的指標

維持・管理 長期監視

コア・コンクリートの採取 圧縮強度試験へのAEの導入
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バードアイの活用
（GISによる視覚的情報）

ワークショップ
作業状況

ワークショップ作業手法

水 路 農 地
第１回 野川の用水を巡る会 班 名

●   赤色 1年以内
●  黄色 2～3年以内
●  青色 5年以内

②似ている悩みを集め
　てグループにする

③緊急性の高い順に、色の
　付いたシールを貼る

①ふせんに「困っていること」
　を書いて、シートに貼る

＜先端技術を活用した農林水産研究高度化事業／研究紹介2012＞　19-20P

2019

問い合わせ先：（独）農研機構農村工学研究所　TEL 029-838-7536

農業水利施設のストックマネジメント高度化技術の開発

農業-施設

分　野 適応地域

全国
21034

新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業/研究紹介2012 新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業/研究紹介2012

〔研究タイプ〕
研究領域設定型
〔研究期間〕 
2009年度～2011年度（３年間）

〔研究グループ〕
(独）農研機構農村工学研究所、
東京大学大学院農学生命科学研究科、
日本大学生物資源科学部
〔総括研究者〕
(独）農研機構農村工学研究所　中　達雄

2研究のゴール
○ 構造機能診断・監視技術の高度化を行い、補修・補強工法の評価手法を開発する。
○ ストックマネジメント事業の意思決定手法を開発する。
○ 農業水利施設のストックマネジメント高度化のための技術適用の手引きを作成する。

3ゴール到達のためのブレークスルーとなった技術・成果
○ 強度試験の際に発生する弾性波によりコンクリート構造物の内部損傷度を評価する手法を開発しました。
○ コンクリート構造物内部のケーブルレス監視法を開発しました。
○ 農業水利施設の機能保全のための社会的ネットワークを活用した関係者間の合意形成手法を開発しました。

4開発した技術・成果の普及・実用化の状況
○ 開発したコンクリート損傷度評価法（DeCAT）を東日本大震災で被災した宮城県内のコンクリート製用水路に
適用し、地震動による局所的損傷の蓄積状況を解明しました。　

○ 新潟県内の頭首工の付帯施設基盤の間隙水圧のモニタリングにケーブルレス監視法を適用しました。
○ 地理情報システムの視覚化とワークショップ手法を活用した合意形成の支援手法を山形県内の地区に適用し
ました。

○ 「農業水利施設の機能保全のための研究成果の活用の手引き」を作成し、農林水産省各農政局の担当事務所
等に配布しました。

5開発した技術・成果が普及することによる国民生活への貢献
○ 機能診断技術、補修・補強技術および監視技術の低コスト化により、施設の長寿命化が進展します。
○ 合意形成等の意思決定手法および事業化マニュアルによるストックマネジメント事業の推進が図られます。
○ 水利施設の保全による農業用水の安定的供給機能の維持・向上とリスクの低減が期待されます。

1研究の背景・課題
　農業用水の供給能力の維持・向上には、取水施設や用水路などの既存の農業水利施設に対し、長寿命化と維持
管理費の低減を目的に施設を維持管理するストックマネジメント技術の確立が必要です。
　このため、構造物内部の力学的損傷を定量的に診断・監視する技術、機能診断後に行われる水利施設への補修・
補強工法の性能を評価する手法および農業水利施設の機能を保全する事業化のための意思決定手法の開発などの
技術的課題の解決が求められています。

農業水利施設のストックマネジメント高度化技術の開発

センサー
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